
 

2019 年度事業報告 
 

（2020 年 3 月 31 日現在） 
 
2019 年度の

事業成果 

１．図書館サービスの向上 

・新規採用者・転入者向け事務説明会における図書館利用説明（毎月1回） 

 ・図書館利用ガイダンス（学部14回 院 25 回、留学生合同2回 うち英語6回）の実施、情報探

索ガイダンス（春季、秋季10回、うち英語2回）の実施 

・工学部の進学選択応援コーナーを駒場図書館に設置(平成31年4月15日～4月25日)  

・防災対策セーフティ・マネジメント・システム（SMS）の実施 

・火保図(火災保険地図)CD-ROMの図書室内端末での閲覧開始（令和元年7月31日～/工14号館図書

室）  

・「教員推薦図書コーナー」設置（令和元年9月17日～/工 1号館図書室A） 

２．蔵書の構築とファインダビリティの向上 

 ・学生用図書の充実（学習用図書の選定692冊 うちジュニアスタッフによる選定39冊） 

 ・シラバス掲載図書の電子ブック導入、リストをホームページに掲載 

・柏図書館への雑誌移管（326冊）、不用資料除却の促進（3,665冊） 

・資料実査（工4号館図書室 約7,000冊） 

・未整理資料の登録、整理（約3,200冊） 

・UTokyo Biblio Plazaへの教員著作物の推薦 

３．工学史料キュレーション事業の継続 

・工学史料キュレーションデータベースのコレクションに「和古書」「蔵書印・蔵書票」「旧制帝

国大学採鉱及冶金学科関係史料写真」、「博士論文」「教育用資料」「三井田誠二・三井田純一

資料」、を追加。新規登録アイテムは144件（令和元年度） 

 ・展示「野呂景義展 ―日本鉄鋼協会創立者とその蔵書―」（令和元年 9月 2日～12月 26 日/工 2号

館図書室） 

・展示「澁澤元治 卒業論文と実習報告 於、小田原電気鉄道・石川島造船所」の開催（令和元年１月

7日～4月7日/工2号館図書室） 

・展示「第一高等学校旧蔵資料教育用掛図 鉱山借区図 工部省鉱山課編」（平成31年 2月28日～ 

令和元年8月31日/工2号館図書室） 

・工学史料内覧会（令和元年11月 25日） 

・トークイベント「腱駆動ヒューマノイドの研究開発を語る！」開催(令和元年11月28日) 

４．学術情報のオープン化の推進 

・オープンアクセスウィーク2019講演会「私達の問題として考えるオープンアクセス」開催（令和

元年10月23日） 

５．他組織との協力連携 

 ・広報室、国際工学教育推進機構等との連携推進 

・「工学教程」の図書館蔵書としての整備 （国際推進課） 

・男女共同参画図書コーナーGENKI BOOKSの設置 （独立行政法人国立女性教育会館） 

・書架清掃の実施(施設部障害者雇用PT) 

・工 2 号館図書室での展示の実施(東京大学駒場博物館、東京大学駒場図書館、東京大学文書館) 

・「日本語の歴史的典籍の国際共同研究ネットワーク構築計画」事業における古典籍資料撮影（国文

学研究資料館） 

・Engineering Village キャンペーンクイズ実施（共催：情報基盤課学術情報リテラシー担当 

令和元年9月20日-12月25日） 

６．その他 

・4/1 人工物工学研究センターが柏から工学系研究科に移転 

・図書館総合展ポスターセッションへの出展（令和元年11月 12日～11月 14日） 

・総図別館LPトークセッションで工学・情報理工学図書館副館長と総合文化研究科教授と対談（令

和元年11月22日） 

・特定天井工事実施（令和元年11月～3月/工１号館図書室B） 

・工12号館別館134号室の書架増設と資料一時保管   
特記事項等 ・新型コロナウィルス対応について各図書室利用で検討（令和2年2月～） 

 


